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   平成 30 年度事業実績報告書  (平成 31 年 3 月 31 日) 

事業名・期日・場所等 事業概要・参加者等 

 

１．特定非営利活動法人 

 静岡市身体障害者団 

体連合会 

 第 8 回定期総会 

5 月 26 日(土) 

中央福祉センター 

 3 階 大会議室                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．理事会 

第 1 回 

5 月 15 日（火) 

 中央福祉センター 

31 会議室 

(出席者 20 名) 

 

第 2 回 

31 年 3 月 16 日(土) 

 シティオ「会議室」 

(出席者 23 名)  

 

 

(式典) 

理事長挨拶 青木 憲一 

来賓挨拶 静岡市長 田辺信宏様 

 （代理）静岡市保健福祉長寿局福祉部長 丸岡浩三様 

静岡市議会議長 田形清信様 

来賓紹介  

静岡市議会厚生委員長 石井孝治様 

  静岡市社会福祉協議会常務理事 杉山昌弘様 

  静岡市民生・児童委員協議会会長 後藤昌弘様 

  静岡市健康福祉部障害者福祉課長 萩原弘樹様 

  静岡市葵福祉事務所障害者支援課長 戸塚直子様 

  静岡市駿河  同  上      吉永光男様 

  静岡市清水  同  上      望月正仁様 

祝電披露 （社福）静岡県身体障害者福祉会 

           会長 岩瀬輝美様 

(議事) 

議長団 議 長：服部邦子氏（内部協会) 

副議長：稲川 陽氏 (清水協会) 

議事録署名人：望月和男氏、亀山義朗氏の 2 名を指名 

定足数報告：事務局 

   出席者 76名、委任状提出者 373 名、計 449 名 

   会員数 740 人 有効に成立 

議題・平成 29 年度事業実績報告、・活動計算書(案)     

－監査報告：鈴木 彰監事－ 

・平成 30年度事業計画・活動予算書（案）、 

  ・身障連役員の選任（案）について 

    監事の選任：深沢あや子氏 

 ✼いずれも賛成多数で原案どおり承認された。 

 

                   

議題 ・平成 29年度事業実績、活動計算書、監査報告 

・平成 30年度事業計画・活動予算書（案）について 

・ NPO 法人身障連第 7回定期総会について 

・ 監事の選任について 

・ 当面の行事予定等 

 

議題 ・平成 30年度活動計算書（収支決算見込）について  

   ・平成 31年度事業計画・活動予算書(案)について 

   ・身障連役員改選について 

   ・政令指定都市連絡協議会について 

     30 年度各分科会の協議結果について 

     31 年度の開催について（札幌市） 
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役員研修会 

 3 月 16 日（土） 

 シティオ「会議室」 

 （参加者 23 人） 

 

３．監事監査 

4 月 27 日(木) 

 身障連事務局 

  

 

４．正副理事長会 

 10 時（又は 18：30） 

～事務局 

(開催日) 

 5/7,7/10 ,9/12, 

10/.9, 12/20 .3/1   

計 6 回 

 

 

 

５．全国会議等の参加 

(1) 日身連福祉大会 

 「ぐんま大会」 

6 月 13（水） 

メトロポリタン高崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 63 回福祉大会 

6 日 14 日（木） 

  高崎ドーム 

 

 

 

 

 

 

 

          

当面の課題について  

「障害者雇用の水増し問題と今後の障害者雇用対策について」     

 

 

・監事：鈴木 彰氏、望月澄夫氏 

・監査事項：平成 29 年度事業実績、活動計算書 

   適正な執行である旨の報告。 

  

 

構成メンバー：理事長、副理事長（事務局） 

（協議事項） 

 ・総会、理事会に提案する重要事項の事前協議 

  具体的には、事業計画、活動予算書、同補正予算、事業実

績、活動計算書、総会等主要行事の進め方、自主事業の企

画・運営等に関する事項 

  ・緊急を要する事項で理事会を開く暇のない場合の方針決定

及び日常業務に関すること 

・全国会議等参加の構成団体間の調整、情報交換等 

 

(第 1 日目)  

・日身連評議員会 青木
あおき

理事長出席 

・講演「心のバリアフリーの推進に向けて」 

～地域社会における日身連と加盟団体の役割について 

  講師：内閣官房東京オリ・パラ大会推進本部 

      事務局参事官 御手洗
み た ら い

 潤
じゅん

氏  

・シンポジウム 

「地域社会における心のバリアフリーの理解啓発につい

て」 

 シンポジスト  

  杉田安啓氏（群馬県身体障害福祉連合会会長） 

  小西慶一氏（東京都身体障害者団体連合会会長） 

  浅香博文氏（札幌市身体障害者福祉協会会長） 

コメンテーター  

御手洗 潤氏（講演講師） 

 コーディネーター 

  中原義隆氏（福岡市身体障害者福祉協会会長） 

    

（第 2日目) 

・式典（挨拶、表彰） ※受賞者：服部邦子副理事長 

・議事（活動報告、方針、政策協議報告、宣言、決議） 

・参加者：青木憲一、 服部邦子、飯塚善明、望月建志 

介助者計５人参加  ・全国参加者：約 1,500  
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(2)第 59 回政令指定都市身体障

害者福祉団体連絡協議会 

 9 月 8(土)～9日(日) 

 横浜市「パシフィコ」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親善ボウリング大会 

 9 月 9日（日） 

「湘南とうきゅうボウル」 

 

 

 

 

 

 

(3)政令指定都市連絡協議会団体

長会議 

  31 年 2 月 21（金） 

   札幌市 

 

(4)日身連関東甲信越静ブロック

協議会団体長会議 7月 5日（木)

～6 日（金) 

 水戸市 

 「ホテルレイクビュー水戸」 

 

 

 

 

 

(第 1 日目) 9/8（土）「連絡協議会」 

・開会式 

 挨拶：主管市 横浜市身体障害者団体連合会 

会長 平井 晃氏 

協議会会長 手嶋勇一氏（大阪市身障協会長） 

来賓祝辞 横浜市副市長 荒畑由美氏 

日身連会長 阿部一彦氏 

・全体会議（その１） 

  議長団選出（横浜市、仙台市各団体長）2名 

  第 59 回協議会決議事項処理報告（仙台市） 

  提案議題の審議→分科会付託 

  日程説明 

・分科会 

① 団体長・②肢体障害者・③視覚障害者・④ろう者 

  ⑤難聴者・⑥内部障害者の６部会 

・全体会議（その 2） 

  分科会報告（各部会代表）、決議事項採択、次期開催地 

決定（札幌市）、議長団解任、閉会 

・本会参加者 

（会議）各部会の出席者  

団体長 2、肢体 1 人、内部 1 人、視覚 2人、 

ろう者 1人、難 1 人 計 8 人  

    全国政令市参加者 132 人  議題総数 53 件 

 

 

(第 2 日目) 「親善スポーツ大会（ボウリング）」 

・本会参加者（１チーム 5人）２チーム参加  10 人 

  成績 団体 19 チ－ム中、Aチーム 3 位、Bチーム 16位 

個人表彰：最優秀選手 浅倉正宏（ろうあ） 

     ハイゲーム賞 福島邦夫（ろうあ）236 ピン 

※全国参加者：選手 113 人、ほか応援多数 

 

・障害者雇用水増しに関する声明文の採択 

 

2019 年 9 月 7 日（土）～8 日（日）開催の 第 60 回連絡協

議会並びに第 50 回親善スポーツ大会開催要綱を協議する団体

長会議に出事務局長出席。 

 

 

(議長)規約により、荻津
おぎつ

協議会会長が就任 

（来賓）茨城県福祉部部長 関
せき

 清一
きよかず

氏 

 (議題) ・平成 29 年度協議会収支決算報告・監査報告 

・平成 30年度協議会収支予算案 

    ・提案議題の協議(8 議題) 

    ・各団体の情報交換 

    ・日身連報告事項 

    ・次期開催地の確認➝千葉市春季）新潟県 (秋季) 
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(5)日身連関東甲信越静ブロック

協議会代表者会議 

11 月 1 日～2日 

「湯本富士屋ホテル」 

 

(6)日身連関東甲信越 

静ブロック協議会相談員研修会 

 31 年 1月 22 日（火） 

東京都千代田区九段 

「アルカディア市ヶ谷」 

 

６．静岡市身体障害者 

スポーツ大会 

  11 月 12 日（日） 

  静岡市中央体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．清水地区スポーツ 

フェスティバル 

5 月 28 日(日) 

清水総合体育館 

 

８．構成団体総会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (議長)戸井田神奈川県身障連合会会長 

(議題)・各団体提案議題の協議(要望、協議意見交換)14 件 

   ・日身連報告事項 

   ・次期開催地の確認について  

 

講演① 

「障害者相談員の懐」～3人の母親の物語り 

  講師：山梨県障害者協会理事長 竹内正直氏 

 意見交換 

   

 

第 56 回静岡市身体障害者スポーツ大会（静岡市と共催） 

・開会式 10：00～10：30 

・競技（午前の部）10：30～12：00 

   （午後の部）13：00～15：00 

（種目）パン食い競争、ボール手送り、スプーン競走、 

ビンあてボール、ストラックアウトゲーム、大玉転がし、 

ディスクゴルフ、魚釣り競争、フリスビー投げ（アキュラ

シー）、玉入れ、スカットボッチャ、綱引き  

全 12 種目 

（参加者 186 人：含むボランティア） 

肢体 内部 視覚 ろうあ 清水 蒲原 由比 他 計 

32 37 13 24 13 0 10 2 132 

学生ボランティア 54 人 

(事業団 3人,福祉大学 15 人,清水国際 9人,雙葉高校 27 人） 

※全国障害者スポーツ大会(福井大会)出場者激励 

繁田一紀（アーチェリー：肢体）木村志津男（FD：清水） 

鈴木 務（卓球：監督）安本真紀子（陸上：ろうあ） 

服部邦子（卓球：監督）深沢浩章（卓球：清水） 

藤中方子（卓球：視覚） 

 

清水・蒲原・由比協会関係者参加（3 障害合同） 

 

               （参加者約 800 人） 

 

 

・視覚障害者協会 4月 15 日(日) 県福祉会館集会室 

・肢体障害者協会 5月 13 日(日) マイホテル竜宮 

・内部障害者協会 5月 20 日(日) 中央福祉センター 

・清水障害者協会 5月 12 日(土) 清水はーとぴあ 

・静岡市ろうあ協会 4月 8日(日) 中央福祉センター 

・由比障害者協会 6月 10 日(日) 由比交流センター 

・蒲原障害者協会 6月 1日(金) 白銀すこやかセンター 
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９．身障連自主事業 

 

(1) 更生相談部関係 

 ・第 1回研修会 

 7 月 17 日（火) 

 城東保健福祉エリア   

3 階研修室 

 

 

 

  

・第 2 回研修会 

 9 月 7日(金) 

 静岡市民文化会館中ホール 

 

・部会の開催(１回) 

4/17 

 

・障害者「110 番」相談員 

派遣（障害者協会） 

 

 

 

 

(2) 体育部関係 

  

 

種 目 

① 第 10 回ＧＧ．  

② 第 11 回ＦＤ． 

③ 第 11 回 BＬ． 

計 

 

 

 

 

体育部会の開催 

4/12,5/28,6/5,6/19,10/28, 

11/5,11/30 

(7 回) 

 

 

(3) 文化部関係 

・カラオケ交流会 

 9 月 22 日（土） 

清水はーとぴあ集会室 

 

 

 

 

 

◇委託書伝達式（交替者）   

◇研修 

 ・29 年度の実績報告及び 30 年度の活動の手引き 

    説明：静岡市職員 

 ・講義 社会福祉法の改正と地域生活と相談支援機関の 

連携 

    講師：障害者協会事務局長 堀越英宏氏 

（参加者 45 人） 

 

◇講演「講談で学ぶ青年後見人制度」 

  講師：講談師 神田織音氏 

◇参加者 身体障害者相談員 26 名参加 

 

事業計画の検討 

 

 

 障害者協会主催の「110 番」の「身体障害者相談日」に 

身体障害者相談員を交替制で派遣した。 

  日時：毎月第 2～4水曜日（10：00～16：00） 

  場所：中央福祉センター3階障害者協会内 

 

 

① 第 10 回身障連グラウンドゴルフ 6/9(桜町河川敷)33 人 

② 第 11 回身障連フライングディスク 7/14(シズウエル)33 人 

③ 第 11 回身障連ボウリング交流会 10/28(ヤングランド)15 

人 

肢体 内部 視覚 ろうあ 清水 蒲原 由比 その他 計 

7 11   13  2  33 

8 18  1 6    33 

5 0 4 1 4  1  15 

20 29 4 2 23 0 3 0 81 

④ 第 13 回卓球大会 31.2/3（日） 

清水区清見潟公園体育館 (10 人参加)        

 

事業計画の検討、スポーツ大会打合せ 

 

 

 

 

 

① 発生訓練等健康維持を兼ねたカラオケ交流会  

  発声訓練と会員の交流が図られた。 (参加者 44 人)  
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・ふじのくに茶の郷ミュージア

ム見学(島田市) 

10 月 24 日（水） 

  

 

 

事 業 名 

① カラオケ交流会 

② お茶の郷見学 

  計 

 

・文化部会の開催 

  4/16,9/18.（2 回） 

 

（4）女性部関係 

・第 1 回研修会 

 9 月 22 日(木) 

テッシュケース作り 

 

・第 2 回研修・交流会 

 11 月 23 日(金) 

 茄子の花「無庵」 

事 業 名 

① ケース作り 

② 研修・交流会 

   計 

 

・女性部会の開催 

  4/16, 9/2(2 回) 

 

（5）防災部関係 

 ・研修会 2月 6日（水） 

中央福祉センター会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・静岡市防火大会 

  2 月 24 日（土） 

市民文化会館中ホール 

 

② ふじのくに茶の郷ミュージアム見学 

静岡県の農業産業の中心であるお茶のルーツを学習する

とともに、健康維持の有力なお茶を見直す良い機会となっ

た。 

   

 大型バス 1台利用     （参加者 54 人） 

肢体 内部 視覚 ろうあ 清水 蒲原 由比 他 計 

7 7 6  14 1 9  44 

16 7 3  18 1 9  54 

23 14 9  32 2 18  98 

 

事業計画の検討 

 

 

 

① ティッシュケース作り 

5 指と上腕訓練を兼ねたケース作りを通じ社会参加の一助

と会員の交流を兼ねて実施した。（参加者 31 人） 

 

② 女性部研修・交流会         （参加者 52 人） 

10 月に予定される消費税の改定に伴い、食料品の 8％と 10％

の区別やイートイン等について勉強した。 

肢体 内部 視覚 ろうあ 清水 蒲原 由比 他 計 

11 12 1  2  5  31 

18 9 12  9  4  52 

29 21 13  12 0 9  83 

 

事業計画の検討 

 

 

 

講義 

① 静岡市の防災体制について   

② 福祉避難所の運営マニュアルについて   

講師  

   静岡市危機管理室職員 

   静岡市福祉総務課職員  

肢体 内部 視覚 ろうあ 清水 蒲原 由比 他 計 

12 11 7 3 7  11  51 

（参加者 51 名） 

障害者が避難所へ避難することの難しさも痛感したが、地域へ

の防災訓練等に参加することも必要であると感じた。 

自分の命は自分で守ることを意識させる機会となった。 

 

静岡市防火大会に参加し、改めて防災意識の大切さを痛感 

する機会となった。 

             （参加者 60人） 
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・部会の開催（4/16） 

 

 

 

10 ． 

 県身体障害者福祉会企画事業

への参加  

 

◆フライングディスク 

 

 

◆グラウンドゴルフ 

 

 

◆エンジョイライフ 

◆ボウリング 

 

 

種目 大会名 

 

Ｆ．Ｄ 

4 回静岡大会 

13 回中部予選 

13 回県大会 

 

Ｇ．Ｇ 

11 回県個人戦 

2 回中部団体 

中部交流会 

卓球 7 回視覚卓球 

 

Ｂ．Ｌ     

2 回中部 

中部交流会 

15 回県大会 

計 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

事 業 名 

文化作品展 

うたの広場 

囲碁・将棋・オセロ 

    計 

 

 

 

事業計画の検討 

 

 

 

 

 

スポーツ関係 

 

① 第 4回県しずおか大会（4/29 草薙陸上競技場）5人 

② 第 13 回中部ブロ県予選大会(4/7 シズウエル体育館)10 人 

③ 第 13 回県大会（12/1 静岡市中央体育館）10 人 

④ 第 11 回県個人戦大会（5/26 草薙補助球場）0 人 

⑤ 第 2回中部ブロック大会団体戦（6/16 大井川旭町）4人 

⑥ 中部ブロ交流会（10/6 大井川河川敷旭町広場）10 人 

⑦ 第 7回視覚障害者卓球大会（6/16 シズウエル卓球室）2人 

⑧ 第 2回中部ブロック大会（8/4 藤枝グランド）6人 

⑨ 中部ブロック交流会（12/8 藤枝グランド）8 人 

⑩ 第 15 回県大会（2/2 ヤングランドボウル）16人 

肢体 内部 視覚 ろうあ 清水 蒲原 由比 他 計 

    5    5 

 5  5     10 

 5  5     10 

        0 

3   1     4 

5    1    6 

  2      2 

5        5 

6 1   1    8 

5 4 4 3     16 

24 15 6 14 7 0 0 0 66 

⑪ 第 19 回わかふじスポ―ツ 大会（障害者スポ―ツ協会主催） 

（参加者）アーチェリー(9/26：1人) 

・フライングデイスク（9/1：4 人）・卓球（8/26：14 人） 

・ボウリング（9/16：10 人）・陸上（9/2：1 人）計 30 人 

 

文化関係 

 

① 第 44 回文化作品展（11/15~20）  シズウエル 

② 第 33 回うたの広場（12/14）シズウエル 703 

③ 第 33 回囲碁・将棋・オセロ大会（1/19）シズウエル 

肢体 内部 視覚 ろうあ 清水 蒲原 由比 他 計 

1 1   3    5 

 1 1  5    7 

2 1  1     4 

3 3 1 1 8 0 0 0 16 

今回は、3種目すべてにおいて入賞者はなし。  
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11．その他の関連事業 

 

(1)心のバリアフリー 

イベント関連事業 

 31 年 3月 16 日(土) 

  10:00~15:00  

青葉シンボルロード 

 

 

 

 

(2)第 37 回静岡ふれあい広場  

9 月 9 日（日） 

  9:30 ~15:00 

青葉シンボルロード 

 

 

 

 

(3)中央福祉センターまつり 

31 年 2 月 16 日(土) 

 10：00～14：00 

 

 

 

 

(4)第 1４回静岡市社会 

福祉大会 

  10 月 24 日（水） 

 グランシップ（中ホール） 

 

(5)県身障福祉会 

 第 60 回記念福祉大会 

 9 月 7日（金） 

県総合社会福祉会館 

 

(6)静岡県健康福祉大会 

  10 月 25 日（木） 

グランシップ大ホール 

 

(7)静岡市功労者表彰 

  11 月 23 日（金） 

静岡市役所 

 

 

(8)静岡市施策推進協議会出席 

 

 

 

 

 

 障害者団体等で組織する「実行委員会」が主催した「心のバ

リアフリーイベント」は、好天に恵まれ多くの市民や関係者が

参集し、障害者とのふれあいや障害者による各種のイベント、

体験コース、ステージ発表などを通じて障害者に対する理解、

啓発に大いに役立った。 

 今回は、ハッピーシニアライフイベントとの共催で行った。 

  身障連当日の参加 実行委員等 3 人 

  構成団体紹介パネル展示 4団体（市庁舎内） 

 

 人々の助け合いの心を醸成し、力を合わせて福祉活動を展開

し、充実した地域社会の実現を図るため、関係福祉団体が実行

委員会を設置して実施。 

 身障連も実行委員として、企画、準備、当日の運営に参加し

た。（実行委員会 6 回、全体 2回） 

  ・参加団体 56 団体（450 人） 

  ・来場者数 約 14,000 人 

 

 中央福祉センター入居団体が活動啓発と施設の市民開放を 

目的に開催。身障連も実行委員として参加。     

  ・施設のうち一部の事務室を除き全館開放 

  ・障害者団体参加 延 42 団体 ステージ 12団体   

  ・来場者 500 人 

  ・身障連事務室は、会員作品展示、水引体験販売 

 

・福祉団体役員功労表彰 

  前田和敏（清水協会）受賞 

 

 

 

来賓として、青木理事長が出席、あわせて祝電打電 

 

 

 

 

 青木理事長 県知事表彰「自立更生」 

 

 

 

 青木理事長 静岡市長表彰「社会福祉功労」 

 

 

 

 

 理事長出席 2回 
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(9)障害者週間啓発活動  

12 月 3 日(月)～5 日（水） 

 静岡市呉服町、イオン清水、商

業施設等他 

 

(10)静岡市自転車対策協議会出

席 

 

(11)入居団体連絡会 

 

 

 

(12)障害者協会関連 

 

 啓発品の配布   各団体及び事務局 7 人参加   

  ・呉服町 2人・セントラルスクエア 3 人  

・イオン清水 2 人  

 

 

理事長出席 3回（啓発活動を含む） 

 

 

入居団体として、必要な要望を提案すると共に、様々な課題

について意見交換の場に出席した。 

 会議 2回及び防災訓練に参加。 

 

 会員団体として年間を通じ、総会、プラン勉強会、防災対策

委員会等に参加。 

 年間延べ 10 回程度出席。 

 

 

 


